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ガソリン価格、需要減でも高値　米リベンジ消費が波及

日本のガソリン価格が騰勢を強めている。国内要因ではなく、米国のガソリン消費の増加だ。米国では夏場の「ドライブシーズン」に

加えて、昨年我慢した反動の「リベンジ消費」が盛り上がっており、7月上旬には過去最高の週間ガソリン出荷量を記録した。日本では

東京都に緊急事態宣言が発令されるなど需要は鈍い。「需要減でも高値」の構図はしばらく続きそうだ。

「6月はガソリン代だけで1万円以上の出費だった」。愛知県で給油していた主婦はこう吐露する。新型コロナウイルス禍のため長距離

の旅行は自粛していても、子どもの送迎や日々の食料品の買い出しなどに車は不可欠だ。

総務省が20日に発表した6月の消費者物価指数（CPI）によると、ガソリンは前年同月比17.9%上昇した。着実に家計を圧迫している。

資源エネルギー庁によれば、19日時点の全国店頭のレギュラーガソリン価格は1リットル158.3円。2020年5月の底値比で3割弱高く、2

年8カ月ぶりの高値だ。都内の給油所店長は「給油所が利益を多く取ろうとして、高値になっているわけではない。仕入れコストが高止

まりしているためだ」と強調する。

ガソリンが高いのは、原料の原油価格（ドバイ原油）が足元で1バレル70ドルを超え、年初比で4割ほど高い水準にあるためだ。コロナ

のワクチン接種が進んだうえ、米国で消費量が増える夏場のドライブシーズンが重なり、ガソリンの需要量が増えている。そのため米

エネルギー情報局（EIA）によると、7月上旬の週間の米国ガソリン出荷量（推定需要量）は日量1004万バレルと統計のある1991年2月

以来初めて1000万バレルを超え、過去最高となった。

EIAによれば19日時点の全米ガソリン価格は1ガロン（約3.8リットル）3.247ドル。カリフォルニア州では同4.265ドルをつけている。消

費者がガソリン高から消費を控えるとされる「1ガロン3ドル」を上回るが、「昨年抑えていた分、消費を増やしている。今のところ需

要はほとんど衰えていない」（国内アナリスト）という。

移動制限が緩和されている米国と対照的に、日本では東京や沖縄で緊急事態宣言が発令されている。石油連盟（東京・千代田）の資料

を基に推計した4~6月の出荷量は19年同期の水準から2割ほど落ち込んでいる。在庫量も6月中旬には230万キロリットル台まで増加し

た。20年同期比で4割、19年比では6割も高い水準だ。一大消費地である首都圏で五輪・パラリンピックに伴う交通規制があるのもガソ

リン消費には向かい風だ。

ニッセイ基礎研究所の上野剛志上席エコノミストは年内の国内ガソリン価格を「150円台～160円強が中心レンジ」とみる。160円を上

回れば14年11月以来の高値水準となる。
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社整審／高速道路の維持管理・整備、大規模更新事業促す
無料区間の有料化で財源確保
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早川ゴム、工場屋根の防水補修を的に　下塗り塗料開発

建築・産業用ゴム製品の早川ゴム（広島県福山市）は、工場や倉庫などの屋根に使われている防水材の補修需要を開拓す

る。補修作業がしやすい新たな塗料を開発、工事会社を通じて改修を提案する。耐用年数とされる20年を迎える防水材を

使った建築物が増えており、安定した需要が見込める補修市場に本腰を入れる。

工場、倉庫、商業施設などの屋上に防水シートを張った工法は軽量でコストを下げられるため、2000年代以降幅広く普及

した。ただ塩化ビニールと並んでシートに使われる「TPO（オレフィン系熱可塑性エストラマー）」と呼ばれる素材は他

の素材が接着しにくい性質があり、劣化した場合、古くなったシートの上にビスで新しいシートを固定するといった工法

しかなかった。

工場や倉庫では天井に板を張っていないケースも多く、ビスで固定する際に、工場内などに切りくずなどが落下するリス

クがある。工場や店舗では営業を一時停止して作業する必要があった。

今回開発した下塗り用の塗料は、TPOを使ったシートへの接着を可能にする。早川ゴムはこれまでスマートフォン向けな

どにガラスとプラスチック樹脂やアルミといった異種類の素材を接着する技術を開発してきており、こうした蓄積を生か

した。

この塗料を塗ることで、古くなったシートの上に合成ゴム用の接着剤を使って早川ゴムの塩ビシートをそのまま貼り付け

ることができるようになる。ビスを使わないため、工場の稼働などを止めずに改修作業が可能になる。

TPOシートは一般的に20年が耐用年数とされているが、TPOを使った20年目の建築物は同社によると105万平方メートル

（東京ドームの建築面積の22.5個分）に達する。工事代理店を通じてこの塗料を使った改修を提案。早川ゴムは3年後に8

億円を売り上げを目指す。

早川ゴムは1919年の創業。ゴム草履の生産から出発し、土木用止水材や建築用防水材、工業用ゴムを主力としている。20

年12月期の売上高は89億円で、このうち屋根用の防水材は30億円前後。新築向けは民間投資の動向に大きく左右される特

徴があり、横田幸治社長は「改修、環境、海外という3Kを（経営の）キーワードにしたい」としている。


